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来
年
４
月
採
用
予
定
の
保
育
士

市
職
員
を
募
集

西宮湯川記念事業

科学に関心をもつきっかけに４
月
入
所
の
申
込
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

市
立
・
私
立
保
育
所

西宮湯川記念賞

理化学研究所中央
研究所主任研究員

古崎 昭さんに

西
宮
湯
川
記
念

科
学
セ
ミ
ナ
ー

市
営
住
宅
の
申
込
料
を
求
め
る

不
審
な
ハ
ガ
キ
に
ご
注
意
を 申込は１１月１５日までに

藤田・廣藤奨学生

申込は１１月１０日まで

市立墓地の
使用者を募集

一
定
規
模
以
上
の
集
合
住
宅
が
対
象

商
業
地
等
で
の
建
築
に

指
導
を
行
い
ま
す

より利用しやすく

居宅介護
サービス

開
催
日
は
コ
ー
ス
周
辺
を

交
通
規
制
し
ま
す

「
西
宮
国
際
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
」

市
は
、
来
年
４
月
採
用
予
定

の
保
育
士
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
は
１１
月
８
日
ま
で
（
土

・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）
の
午

前
９
時
か
ら
午
後
５
時
１５
分
ま

で
の
間
に
、
申
込
書
な
ど
必
要

書
類
を
人
事
課
（
市
役
所
本
庁

舎
５
階
�
０
７
９
８
・
３
５
・

３
５
４
９
）
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

申
込
書
は
同
課
で
配
布
し
ま

す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
人
事
情
報
サ
イ
ト
（http:/

/w
w
w
.n
ish
i.or.jp

/

〜jin
ji/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
試
験
（
筆
記
）
は
１１

月
２０
日
に
行
い
ま
す
。

【
対
象
】
昭
和
５６
年
４
月
２

日
以
降
生
ま
れ
で
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人
。
①
保
育

士
登
録
を
受
け
て
い
る
人
、
②

保
育
士
と
な
る
資
格
を
有
す
る

人
ま
た
は
関
係
学
校
の
卒
業
見

込
者
で
、
来
年
３
月
３１
日
ま
で

に
保
育
士
登
録
を
受
け
る
見
込

み
の
人

【
基
本
給
月
額
】
１７
万
３
８

０
０
円
〜
１９
万
７
２
３
０
円
。

他
に
諸
手
当
あ
り

※
経
歴
そ

の
他
に
よ
り
異
な
る
場
合
あ
り

【
採
用
予
定
人
員
】
８
人
程

度

市
な
ど
は
、
故
湯
川
秀
樹
博

士
が
市
内
在
住
中
に
提
唱
し
た

「
中
間
子
論
」
に
よ
り
日
本
人

初
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た

こ
と
を
市
の
誇
り
と
考
え
、
理

論
物
理
学
研
究
者
に
よ
る
西
宮

湯
川
記
念
事
業
運
営
委
員
会
を

組
織
し
、
次
の
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

問
合
せ
は
総
合
教
育
セ
ン
タ

ー
（
０
７
９
８
・
６
７
・
６
８

５
５
）
へ
。

市
は
、
来
年
４
月
に
市
立
・

私
立
保
育
所
へ
の
入
所
を
希
望

す
る
乳
幼
児
の
申
込
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
申
込
は
、
乳
幼

児
本
人
同
伴
で
、
保
育
所
事
業

グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
本
庁
舎
３

階
�
０
７
９
８
・
３
５
・
３
１

６
０
）
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
同
グ
ル
ー
プ
、
各

支
所
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
、
ア
ク
タ
西
宮
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
】
保
護
者
の
仕
事
や

病
気
な
ど
で
十
分
な
保
育
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
乳
幼
児

【
申
込
】
来
年
１
月
７
日
ま

で
に
所
定
の
申
込
書
を
保
育
所

事
業
グ
ル
ー
プ
へ
。
郵
送
申
込

は
で
き
ま
せ
ん

※
毎
月
の
締

切
は
入
所
希
望
月
の
前
月
２０
日

で
す
が
、
来
年
２
・
３
月
入
所

希
望
に
つ
い
て
も
、
１
月
７
日

ま
で
に
申
込
を

今
年
度
の
「
西
宮
湯
川
記
念

賞
」
の
受
賞
者
に
、
理
化
学
研

究
所
中
央
研
究
所
主
任
研
究
員

の
古
崎
昭
さ
ん
（
３８
歳
）
�
写

真
�
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

同
賞
は
、
基
礎
物
理
学
の
若

手
研
究
者
に
贈
ら
れ
ま
す
。
古

崎
さ
ん
は
、
物
性
物
理
学
の
分

野
に
お
い
て
卓
越
し
た
研
究
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
研
究

は
「
相
互
作
用
す
る
一
次
元
電

子
系
に
お
け
る
電
気
伝
導
の
研

究
」
で
す
。
贈
呈
式
は
１０
月
２７

日
午
前
１１
時
か
ら
西
宮
神
社
会

館
で
行
わ
れ
ま
す
。

最
新
の
科
学
を
専
門
家
が
分

か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。
２

回
シ
リ
ー
ズ
。

【
日
程
・
会
場
】
い
ず
れ
も

午
後
２
時
か
ら
夙
川
公
民
館
で

▽
１１
月
２０
日
…
テ
ー
マ
は
「
電

子
で
見
る
ミ
ク
ロ
の
世
界
」。

講
師
は
日
立
製
作
所
フ
ェ
ロ

ー
・
外
村
彰
さ
ん
▽
１１
月
２７
日

…
「
最
新
の
科
学
分
析
か
ら
見

た
古
代
青
銅
鏡
〜
古
代
中
国
・

日
本
文
化
の
謎
に
迫
る
」
。
泉

屋
博
古
館
学
芸
課
長
・
外
山
潔

さ
ん【

受
講
料
】
無
料

【
定
員
】
１
５
０
人

【
申
込
】
１１
月
１２
日
ま
で
に

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
（
０
７
９

８
・
６
７
・
６
８
５
５
）
へ
。

多
数
の
場
合
抽
選

【
８
月
分
】《
市
あ
て
》
★

「
青
い
鳥
」
福
祉
基
金
へ

村

上
靖
子
、
村
田
泰
造
、
ヨ
ネ
ダ

美
容
室
、
野
澤
英
明
、
心
身
道

強
虎
、
門
戸
厄
神
東
光
寺
、
匿

名
３
件
�
合
計
１
３
８
万
２
０

０
０
円

《
社
会
福
祉
協
議
会
あ
て
》

★
善
意
銀
行
へ

か
ぶ
と
や
ま

荘
利
用
者
、
グ
ル
ー
プ
つ
く
し

ん
ぼ
、
匿
名
１
件
�
１
万
３
１

７
１
円

★
物
品
の
寄
付
（
紙

お
し
め
な
ど
）
グ
ル
ー
プ
つ
く

し
ん
ぼ

（
敬
称
略
）

「
○
○
管
理
組
合
」の
差
出

人
名
で
「
現
金
書
留
で
申
込

料
を
送
付
す
れ
ば
市
営
住
宅

へ
抽
選
す
る
こ
と
な
く
入
居

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

と
い
う
内
容
の
ハ
ガ
キ
が
市
民

に
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
営
住
宅
へ
の
入
居
は
、
市

政
ニ
ュ
ー
ス
等
で
広
報
し
、

各
市
町
が
公
募
期
間
を
定
め

て
申
込
を
受
け
付
け
、
抽
選

に
よ
り
当
選
者
を
決
定
の
う

え
、
当
選
者
が
入
居
手
続
き

を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。問

合
せ
は
住
宅
課
（
０
７

９
８
・
３
５
・
３
０
２
９
）へ
。

教
育
委
員
会
は
、
平
成
１７
年

度
の
「
藤
田
奨
学
生
」
と
「
廣

藤
奨
学
生
」
を
募
り
ま
す
。
申

込
は
必
要
書
類
を
１１
月
１５
日
ま

で
に
学
事
グ
ル
ー
プ
（
０
７
９

８
・
３
５
・
３
８
１
７
）
へ
。

《
藤
田
奨
学
生
》

【
資
格
】
来
年
４
月
に
大
学

（
修
業
年
限
４
年
以
上
）、
修

業
年
限
３
年
以
上
の
短
大
・
専

修
学
校
専
門
課
程
（
医
療
・
衛

生
・
社
会
福
祉
関
係
学
科
に
限

る
）、
修
業
年
限
２
年
以
上
の

介
護
福
祉
士
養
成
施
設
へ
の
進

学
を
希
望
す
る
人
。
ま
た
、
他

の
奨
学
金
の
給
付
や
貸
付
を
受

け
ず
、
保
護
者
が
市
内
在
住
の

こ
と
。
所
得
制
限
あ
り

【
貸
付
金
額
】
２
万
９
０
０

０
円
〜
４
万
８
０
０
０
円

【
返
還
】
半
年
ご
と
の
４０
回

均
等
返
還
（
２０
年
）。
無
利
子

【
定
員
】
２
人

《
廣
藤
奨
学
生
》

【
資
格
】
来
年
４
月
に
大
学

（
修
業
年
限
４
年
以
上
）
に
進

学
を
希
望
す
る
人
。
ま
た
、
市

が
公
募
す
る
他
の
奨
学
金
（
市

教
育
委
員
会
奨
学
金
、
藤
田
奨

学
金
）
の
貸
付
を
受
け
ず
、
保

護
者
が
市
内
在
住
の
こ
と
。
所

得
制
限
あ
り

【
給
付
金
額
】
９
０
０
０
円

〜
１
万
２
０
０
０
円

【
返
還
】
必
要
な
し

【
定
員
】
２
人

市
は
、市
立
墓
地（
満
池
谷

墓
地
、白
水
峡
公
園
墓
地
）の

使
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

問
合
せ
は
西
宮
市
斎
園
サ

ー
ビ
ス
公
社
（
〒
６
６
２
―

８
５
６
７
六
湛
寺
町
１０
―
３

市
役
所
本
庁
舎
８
階
�
０
７
９

８
・
３
５
・
３
３
０
６
）
へ
。

【
資
格
】
次
の
要
件
い
ず
れ

に
も
該
当
す
る
人

①
１０
月
２５
日
現
在
、
市
内
に

住
民
登
録
か
外
国
人
登
録
を
し

て
い
る
人
。
た
だ
し
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
被
災
者
（
全
半

壊
・
全
半
焼
の
被
災
者
証
明
書

が
必
要
）
で
、
他
市
へ
住
所
を

移
し
た
人
は
申
込
可

②
配
偶
者
、
６
親
等
内
の
血

族
、
３
親
等
内
の
姻
族
の
遺

（
焼
）
骨
が
あ
り
（
分
骨
不

可
）、墓
を
主
と
し
て
ま
つ
る
人

※
災
害
、
事
故
な
ど
に
よ
り
遺

体
を
回
収
で
き
ず
、
遺
品
の
埋

蔵
を
希
望
す
る
人
は
相
談
を

【
公
募
数
と
使
用
料
】

①
満
池
谷
墓
地
（
再
整
備
墓

所
）
…
８６
区
画
（
０
・
７１
平
方

㍍
〜
７
・
５５
平
方
㍍
）。
永
代

使
用
料
等
４１
万
９
３
９
７
円
〜

５
８
８
万
３
１
１
１
円

②
白
水
峡
公
園
墓
地
…
４４
区

画
（
３
平
方
㍍
）。
永
代
使
用

料
等
６１
万
２
１
８
０
円
〜
６５
万

５
１
４
０
円
▽
３４
区
画
（
５
平

方
㍍
）。
永
代
使
用
料
等
１
１

４
万
円
〜
１
２
２
万
円

【
申
込
書
の
配
布
】
１１
月
１０

日
ま
で
同
公
社
で
。１
人
１
通
。

業
者
に
は
配
布
し
ま
せ
ん
。

郵
送
希
望
者
は
、
返
信
用
切

手
１
４
０
円
分
、「
募
集
案
内

希
望
」、住
所
、氏
名
、電
話
番

号
を
書
い
た
メ
モ
を
同
封
し
、

１１
月
２
日
（
必
着
）
ま
で
に

封
書
で
同
公
社
へ
請
求
を

【
申
込
】
所
定
の
申
込
書

を
１１
月
１０
日
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
同
公
社
へ
郵
送
を

【
現
地
相
談
】
い
ず
れ
も

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
に
現

地
相
談
所
を
設
け
ま
す
▽
白

水
峡
公
園
墓
地
…
１０
月
３１
日

▽
満
池
谷
墓
地
…
１１
月
７
日

※
見
学
は
同
日
以
外
で
も
可

市
は
、
来
年
１
月
か
ら
、
商

店
街
な
ど
の
商
業
地
に
集
合
住

宅
が
建
て
ら
れ
る
と
き
は
、
都

市
環
境
を
良
好
に
維
持
す
る
た

め
、
ま
た
は
商
店
街
の
ま
ち
な

み
や
に
ぎ
わ
い
を
守
る
た
め
、

商
業
地
等
で
の
一
定
規
模
以
上

の
集
合
住
宅
建
築
に
対
し
、
店

舗
な
ど
の
設
置
の
指
導
を
行
い

ま
す
。

問
合
せ
は
都
市
政
策
課
（
０

７
９
８
・
３
５
・
３
６
０
３
）

へ
。

※
詳
し
く
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
ア
ド
レ
ス
は
ペ
ー

ジ
下
参
照
）
に
も
掲
載

【
規
制
の
概
要
】

都
市
計
画
で
定
め
る
容
積
率

が
３
０
０
％
以
上
の
商
業
系
用

途
地
域
お
よ
び
国
道
２
号
沿
道

の
工
業
系
用
途
地
域
に
お
い
て
、

都
市
計
画
で
定
め
る
容
積
率
の

８
割
（
容
積
率
３
０
０
％
の
場

合
は
２
４
０
％
）
以
上
を
使
用

す
る
場
合
は
、
８
割
を
超
え
る

床
面
積
の
４
分
の
１
以
上
を
店

舗
な
ど
に
ぎ
わ
い
が
あ
る
施
設

に
す
る
こ
と

平
成
１６
年
１０
月
１
日
か
ら
、

支
援
費
制
度
の
居
宅
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
う
ち
、「
家
事
援
助
」

と
「
移
動
介
護
」
の
サ
ー
ビ
ス

が
、
そ
れ
ぞ
れ
３０
分
か
ら
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
身
体
介
護
と
日
常
生

活
支
援
の
利
用
最
少
単
位
（
時

間
）
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
は
障
害
福
祉
課
（
０

７
９
８
・
３
５
・
３
１
３
０
）へ
。

「
ユ
ニ
セ
フ
カ
ッ
プ
２
０
０

４
西
宮
国
際
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
」
開
催
日
（
１１
月
７
日
）

は
、
コ
ー
ス
周
辺
を
交
通
規
制

し
ま
す
（
左
図
参
照
）。
当
日

は
午
前
１０
時
１５
分
（
国
道
４３
号

側
道
は
８
時
）
か
ら
１１
時
２０
分

ご
ろ
ま
で
、
車
両
の
通
行
と
歩

行
者
の
横
断
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
駐
車
車
両
は
レ
ッ
カ
ー

車
で
移
動
を
行
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
せ
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

（
０
７
９
８
・
７
４
・
０
５
５

４
）
へ
。

※
台
風
２３
号
に
よ
る
被
害

状
況
に
よ
り
、
中
止
に
な

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す

古崎 昭さん

１１
月
１４
日
は
西

宮

市

長

選

挙

西
宮
市
会
議
員
補
欠
選
挙

の
投
票
日
で
す

期
日
前（
不
在
者
）投
票
は
、
１１
月
８
日
か
ら
１３
日
ま
で
市
役
所
東
館
、
各
支
所
で
で
き
ま
す

平成１６年（２００４年）１０月２５日 （２）

西宮市ホームページ／http://www.nishi.or.jp/


